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RaySheet 機能別ガイドブック 

ビューの一括管理 

 

 

 

 

 
 

  

RaySheetでは、システム管理者の管理負担を減らすた

めに、ビューの一括管理を行う機能を用意しています。 

部門ごとに複数のビューが必要な場合に複製ができた

り、部門ごとの個別項目のみを追加できたりとシステム

管理者の管理負担を軽減します。 

また、エンドユーザー自身が個人の業務ごとに最適化で

きるユーザーごとのビューの表示調整についても紹介し

ます。 
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ターゲットユーザー、実現できること 

 

ターゲットユーザー 

・RaySheet を利用する部門が多く、管理するビューの数がたくさんあるシステム管理者 

・個人の業務ごとに最適化したビューを使用したいエンドユーザー 

※エンドユーザーにデザイン変更権限を付与せず、システム管理者がすべてのRaySheet ビューを管理

し、運用していることが前提となります。 

 

実現できること 

・システム管理者の RaySheet 管理負担を軽減できる。 

・エンドユーザー自身が個別に最適化したビューを業務で利用できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エンドユーザーは業務に合わせてビューの表示調整が可能 
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マスタービューと継承ビューとは？ 

 

マスタービュー 

・ひな形として使用するマスターデータのような位置づけのビュー。 

・継承ビューで利用する項目や設定のベースを定義する。 

・マスタービューの設定内容は、すべて継承ビューに引き継がれる。 

 

 

継承ビュー 

・マスタービューの設定内容を継承したビュー。 

・マスタービューで定義した設定以外は、継承ビューで個別に設定できる。 

・マスタービューで定義した設定は変更できない。 
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マスタービューと継承ビュー利用前後の効果 

 

 作業漏れのリスクや、作業時間の工数負荷がかかる。 

 
 

作業漏れリスクが低減され、作業工数も削減できる。 
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ビューの一括管理が活用できるケース 

 

システム管理者向けー複数の拠点がある営業部でのユースケース 

・営業本部のシステム管理者が、複数拠点ある営業課、営業所の RaySheet をまとめて管理している。 

・営業所ごとに、RaySheet のビューは別々に用意している。 

・エンドユーザーは、システム管理者から共有されたビューを使用する。 

 

 

 

 

 

マスタービュー、継承ビューの設定方法はチュートリアル参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://download.raykit.mescius.jp/material/raysheet_inheritedview_tutorial.pdf
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継承ビューの基本的な考え方 

 

マスタービューから継承ビューへの継承についての基本的な考え方 

◎継承ビューは、マスタービューで定義した設定内容を崩さない範囲で拡張することができる。 

◎継承ビューではマスタービューから継承した設定に加えて継承ビューの中で設定を追加できる。 

◎ただし、継承ビューではマスタービューの設定内容を引き継いだまま上書きすることはできない。 

◎シートモード、ピボットモードともに、基本的な考え方は同様。 

 

【追加や削除について】 

１．マスタービューで定義した内容は、継承ビューで削除不可 

２．マスタービューで定義した内容以外は、継承ビューで追加／削除が可能 

 

 

【表示順序の変更について】 

１．マスタ―ビューで定義した内容については表示順序の変更不可 

２．継承ビューで追加した内容については、表示順序の変更可能 

３．マスタービューで定義した内容の間に移動することも可能 
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【グループ化の場合】 

１．マスタービューでグループ化したソートの項目は、継承ビューで削除、順序変更、設定内容の 

変更不可 

２．継承ビューで追加した項目を、グループ化されたマスタービューの項目の間に移動することは不可 

※マスタービューでグループ化されたソートの項目が継承ビューで崩れてしまうためできない。 

 

 

【設定の変更について】 

１．マスタービューで設定された設定は、継承ビューで変更不可。 

２．継承ビューで設定を追加することは可能。 

 

※拡張、関連オブジェクトについては、マスタービューの設定を上書きすることになるので、変更不可 
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ビューの表示調整 

エンドユーザー向けービューの表示調整 

・エンドユーザーは、システム管理者から共有フォルダで共有されたビューに対して、エンドユーザ

ーごとにビューを個別最適化することができる。 

・ユーザーごとに設定情報を保持するため、他のユーザーのビューには設定は反映されず、影響しな

い。 
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エンドユーザーのビューの表示調整でできる

こと 

操作について 

エンドユーザーは、基本デザインや高度なデザインは使用せずに RaySheet の実行画面で以下の設定項

目を変更できる。 

・マウス操作やコンテキストメニューから各設定項目を変更できる。 

 ⇒「ビューのデザイン」権限は不許可の状態で操作できる。 

・対象項目は共有ビューのオリジナル設定を解除して新たに設定できる。 

 ⇒変更した内容は共有ビューのオリジナル設定には影響を与えずに個別に保持される。 

 

エンドユーザーが個別に自身のビューの表示を調整できる内容は以下 

① ビューに表示している行、列の位置を変更できる。 

② ビューに表示しているセルの大きさを変更できる。 

③ ビューに表示しているレコードを絞り込むことができる。 

 

 

 

※ピボットモードでは、エンドユーザー個別のビューの表示調整機能は提供していない。 
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